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日本能率協会では
　●ものづくり総合大会（14.2 .19～）
　●マーケティング総合大会（14.3 .4～）
　●ＫＡＩＫＡカンファレンス（14.2 .19～）
　　　　　　  の3大会を開催しております。

2014ものづくり総合大会では、公式サイトから講演者に事前質問
を送ることが出来ます。

講演内容に興味があり、聴講したい講演者に対し、できるだけ詳しく
聞きたい点や自分が直面している課題等を事前に伝えてみましょう。
講演者がその質問をふまえた対応をしてくれる可能性があります。

また、事前質問を表明することは、自分の頭の中を整理することに
つながります。
事前質問を送り、自分の課題を明確化し、聴講する準備を整えま
しょう。

古代中国の偉人、老子の教えにもあるように、“聞くだけでなく
見る”“見るだけでなく体験する”ことが、より高い聴講効果と内容
理解をもたらすと考えられます。
事前質問を活用し、より体験的な聴講機会としてください。

事前質問は事務局より講演者にお伝えするとともに、講演終了後の
質疑応答の時間に採用される場合もあります。
本大会が、みなさまにとってより価値ある機会になればと願っており
ます。

2014ものづくり総合大会　事務局
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2014 ものづくり総合大会 参加申込規定

天災地変や伝染病の流行、研修会場・輸送等の機関のサービスの
停止、官公庁の指示等の小会が管理できない事由により研修内容
の一部変更および中止のために生じたお客様の損害については、
小会ではその責任を負いかねますのでご了承ください。

免責事項

■ 所 在 地
東京コンファレンスセンター・品川
東京都港区港南1-9-36 　アレア品川
TEL：03-6717-7000
※参加者のお呼び出しはできません。

■ 交通のご案内
JR品川駅港南口（東口）より徒歩2分
（JR山手線、京浜東北線、東海道線、横須賀線、東海道新幹線 等）

会場案内

一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。
詳細は小会の個人情報保護方針（http://www.jma.or.jp/privacy/）
をご覧ください。なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報
は、本催し物に関する確認・連絡およびJMA主催の関連催し物の
ご案内をお送りさせていただく際に使用させていただきます。

個人情報のお取り扱いについて

●参加申込みは、3日間もしくは1日単位となります。
●期間内の交代参加が可能です。参加証を受付にてお預かりする事もでき
ます。その際、交替で参加される方のお名前をお知らせください。
●参加料には、参加されるセッションのテキスト資料（分冊）代が含まれます。
●法人会員ご入会の有無につきましては、下記HPにてご確認ください。
　http://www.jma.or.jp/membership/list/

参 加 料

参加区分

一般社団法人
日本能率協会法人会員

上記会員外

98,000円

103,000円

45,000円

51,000円

1名あたり参加料
（税別）

全期間参加料
（3日間） 1日単位参加料

※テキスト合本は、オープニングセッション・A1～E6の全30セッションの
テキストならびにコーディネータによる解説を加えた資料です。
※参加セッションのテキスト資料（分冊）につきましては、受付にてお渡し
いたします。

テキスト合本 特別頒布価格1冊あたり（税別）
2014ものづくり
総合大会参加者 50,000 円
参加者以外 250,000 円

・テキスト資料は会場でお渡しします。
・参加者以外の方への合本の発送は開催後とさせていただきます。
・会場内での携帯電話・パソコンの利用および録音機・ビデオ・
カメラ等による録音・録画・撮影はご遠慮ください。
・お申込みをいただいた方にはセミナーインフォメーションを
お送りすることがあります。

ご 注 意

取 材 を 希 望 さ れ る 場 合 は 、事 前 に 広 報 グ ル ー プ 
（Tel:03-3434-8620）までお問合せください。当日会場
での取材申込はお断りすることがあります。

報道関係の皆様へ

・申込書に必要事項をご記入のうえ、FAXまたは郵送でお送りく
ださい。インターネットからもお申し込みいただけます。
(開催間際のお申込みは、定員の関係上ご参加いただけないこと
もございます。あらかじめ残席を電話でご確認ください。)
・電話ではご予約のみの承りとなります。その場合でも申込書は
必ずお送りください。
・参加証・請求書は開催１か月前から発送を開始いたします。
なお、１か月以内のお申込みの場合は、申込書受領後１週間ほど
で参加証・請求書を発送いたします。
・参加料は開催前日までに請求書に記載の銀行振込み口座へ
お振込みください。開催後のお振込みの場合は、請求書の｢入金
連絡票｣にてお振込み日をご連絡ください(振込み手数料は貴社
でご負担ください)。
・参加者のご都合が悪い場合は、代理の方がご出席ください。
代理の方もご都合がつかない場合は、下記の規定により、キャン
セル料を申し受けますので、あらかじめご了承ください。

【キャンセル規定】
　開催7日前～前々日（開催初日を含まず起算）･･･参加料の30％
　開催前日および当日･･･････････････････････････････参加料全額

参加申込方法

万一キャンセルの場合は必ずファックスでご連絡ください。

参加申込先、参加証・請求書に関する問い合わせ先
〒105-8522
東京都港区芝公園3-1-22
一般社団法人日本能率協会 JMAマネジメントスクール
FAX：03-3434-5505
TEL：03-3434-6271
E-mail：seminar@jma.or.jp
（受付時間）月～金曜日9:00～17:00（ただし年末年始および土・日・祝日を除く）

参加申込先、参加証・請求書に関する問い合わせ先
〒105-8522　東京都港区芝公園3-1-22
一般社団法人日本能率協会 JMAマネジメントスクール
FAX：03-3434-5505　TEL：03-3434-6271　E-mail：seminar@jma.or.jp
（受付時間）月～金曜日9:00～17:00（ただし年末年始および土・日・祝日を除く）

一般社団法人日本能率協会は法人を対象とした法人会員制度を
設け、セミナー参加料割引をはじめ各種サービスを提供しており
ます。会員外の方はこの機会に是非入会をご検討ください。
　　　　　　お問い合わせ：TEL 03（3434）1955

会員制度のご案内

プログラム内容のお問い合せ先

ものづくり総合大会事務局
TEL：03-3434-1955

日本能率協会への連絡希望事項
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参加証発行日 請求書発行日 領　収　日UCBFQ7

こちらからも
お申込みいただけます

2014年２月19日（水）→21日（金）３日間会 期

URL 検　索検　索ものづくり総合大会http://jma-seisan.jp

ものづくり総合大会は50年の伝統をほこる優良企業事例の講演会です。
本大会では、従来主な対象としてきた生産技術や製造の領域に対して、
新たに開発設計や購買調達における領域の事例発表会セッションを加え、
広いものづくり視点から各社の活動事例に学ぶ機会を提供いたします。
近年、スピーディかつ複雑に変化する日本製造業を取り巻く環境変化に
対し、開発・生産・調達に代表される広いものづくり機能の協働による課題
解決を促進し、日本製造業の発展に寄与することを目的といたします。

開催にあたって

1 先進優良企業の経営者がこれからのものづくり経営を語ります！
（オープニングセッション）

2 第一線で活躍する学識者がこれからのものづくり社会を語ります！
（オープニングセッション）

3 先進企業30社が最新のものづくり事例を語ります！
（企業事例セッション）

4 生産・調達・開発の広いテーマから、これからのものづくりを考察
できます！（企業事例セッション）

大会の特長

一般社団法人日本機械工業連合会

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会

一般社団法人日本工作機械工業会

一般社団法人日本機械学会

公益社団法人日本経営工学会

協　　賛 （順不同・予定含む）

2014ものづくり総合大会 企画委員 （順不同・敬称略）

　講演内容に興味があり、聴講したい講演者に対し、
できるだけ詳しく聞きたい点や自分が直面している
課題等を事前に伝えてみましょう。
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ものづくり
総合大会

マーケティング
総合大会

日本能率協会　3大会

日本能率協会は、3大会を通じて
経営革新の推進を
お手伝いします

http://jma-seisan.jp/quest
（事前質問ページにジャンプします）



10:00～16:30
10:00～
16:50

10:00～16:30

（敬称略）

オープニングセッション 12：50～14：30 12：50～14：3010：00～11：40 10：00～11：4014：50～16：30 14：50～16：30

■A グッドファクトリー“アジア優良工場”の事例に学ぶ

インドのトヨタにおける
人材育成を基盤とした
「労使相互信頼・責任関係」
　　　　　　　　の構築

■A The マザー工場

■B 顧客ニーズとコトづくり ■B 開発・研究と生産の協働

■C 高付加価値ものづくりの追求 ■C 日本で極める 世界に発信する

■D「新しい調達」“協働” ■D「新しい調達」“組織”

■E「人材育成」“国内” ■E「人材育成」“グローバル”

コーディネータ：㈱日本能率協会コンサルティング　
シニア・コンサルタント　石山 真実

コーディネータ：㈱日本能率協会コンサルティング　
シニア・コンサルタント　野元 伸一郎

コーディネータ：㈱日本能率協会コンサルティング　
チーフ・コンサルタント　石田 秀夫

コーディネータ：㈱日本能率協会コンサルティング　
シニア・コンサルタント　加賀美 行彦

コーディネータ：㈱日本能率協会コンサルティング　
シニア・コンサルタント　小澤 勇夫

コーディネータ：㈱日本能率協会コンサルティング　
シニア・コンサルタント　石山 真実

コーディネータ：㈱日本能率協会コンサルティング　
シニア・コンサルタント　野元 伸一郎

コーディネータ：㈱日本能率協会コンサルティング　
チーフ・コンサルタント　石田 秀夫

コーディネータ：㈱日本能率協会コンサルティング　
シニア・コンサルタント　加賀美 行彦

コーディネータ：㈱日本能率協会コンサルティング　
シニア・コンサルタント　小澤 勇夫

◆ 主催挨拶

◆ 委員長挨拶

（敬称略）

1日目 2日目 3日目2月20日（木）2月19日（水） 2月21日（金）

※セッション内容は今後変更される場合もありますので、あらかじめご了承ください。ホームページで最新のプログラムがご覧いただけます。

2014 ものづくり総合大会 ● 2014年２月19日（水）
　　　　　　　　 →21日（金） ３日間
● 東京コンファレンスセンター・品川
● http://jma-seisan.jp

◆ 特別講演1

◆ 特別講演2

◆ 特別講演3

◆ 特別講演4

11:40～12:50

14:10～15:20

15:40～16:50

検　索検　索ものづくり総合大会

生
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分
野

生
産
分
野

生
産
分
野

調
達
分
野

開
発
分
野

①インド・TKMの概要
②活動を進めた背景、実施内容
③活動の成果と今後の方向

徹底したコミュニケーションや家族意識・一体感の醸成、人材育
成を軸に、多角的・重層的な活動を一般的に労務管理が難しいと
言われるインドにて、弊社が実践してきた事例の紹介。

東レG連携による中国での組織力
強化と生産現場力・技術開発力強化
～“Made in Toray”から
“Creative in Toray Nantong-G”に向けて～
①東レグループの事業展開とグローバル・サプライ
チェーン
②組織力強化に向けた労務・人事施策（処遇制度改革と人材育成）
③生産技術力・技術開発力強化活動（独自の技術力強化
と南通G連携）

東麗合成繊維（南通）社は東レの繊維事業の中国における旗艦
工場として、収益基盤構築、事業拡大を進めている。このため南
通地区グループ会社と連携し、組織力、生産現場力および技術
開発力の強化を推進している内容を紹介する。

海外工場運営のための
   　　 現地人材育成と協業

①人材育成活動の背景
②人材育成活動の効果
③特に重要だと感じること

インドネシアで工場運営するため現地人材を育成し協業してきた。
特に重要と感じたことを中心に、信頼、相互利益、長期的視野
を念頭に取組んだ内容をまとめる。

スピード感ある
　　  　 顧客ニーズ把握と商品開発
　　　～ローソンのものづくり～

①ローソンが現在行っているデータ分析
②ものづくりの実例 その1
③ものづくりの実例 その2

ヒット商品の生まれにくくなっている今、どのようにして顧客の心
を掴むべきか。ローソンは、分析データや顧客の声からものづく
りを行っている。いかに素早くニーズを把握し実現するか。実
例を紹介する。

「ものづくり」から
　　　　　　「ことがらづくり」へ

①腕時計市場の概要/紹介
②あの有名ブランドは高級品か？ スマートウォッチは？
③生産技術・商品開発の対応

国内でも以前より「感性価値」の創造が謳われている。
仕様・性能の優れた腕時計が必ずしも高級品（高付加価値品）な
のか？　腕時計に関する市場の状況はどのようになっているか？
開発・技術の事例紹介を含めて発表する。

住居用洗剤における
　　　 モノ・コトづくりへの取組み

①カビとり掃除に対する顧客ニーズ・インサイト
②新市場創出に向けたモノづくりへの挑戦
（マーケティング・R＆D）
③生活定着に向けたコトづくりへの挑戦

停滞市場下にある「カビ取り剤市場」に対し、“ルック防カビくん
煙剤”を発売。日経トレンディベスト30へのノミネートに至った
モノ・コトづくりについて実務視点にて報告。

高機能炭素繊維
 　　 複合材料開発と“ものづくり”
　　～東レの先端素材事業の歴史と
　　　　 　　　グローバルものづくり～
①事業環境の変遷と東レのグローバル事業展開
②高機能先端素材の開発による価値と市場の創造
③炭素繊維複合材料の航空機・自動車などの産業用市
場開拓と“ものづくり”

東レは「新しい価値の創造を通じて社会に貢献する」という企業
理念の下、グローバルに事業を推進してきた。変貌する国際環境
の中、長期的視野に立つ先端素材開発と、炭素繊維複合材の事
業展開を紹介する。

高付加価値ものづくりの創出

①事業部横断の横串生産革新活動
②高付加価値商品の創出、追求
③TOTOらしい環境技術・創水技術のイノベーション
創出法

ものづくり文化の異なる各商品事業部に対して全社横串の生産革新活動
を推進している。その一つとして、新たな視点から、魅力的な要素技術の
創出による商品開発を提案し事業部とともに生産立ち上げまでを行って
いる活動がある。具体例も交えて、その取組みの一部を紹介する。

鉄づくり＆人づくり、
　　世界一の製造実力を目指す
　　　 　　　新日鐵住金の取組み

①当社及び日本鉄鋼業の置かれている環境
②これまでの製造実力向上に向けた取組みの経緯と
現状の課題
③現場力と技術開発力を両輪とした世界一の鉄づくりへ
の取組み

国内主力製鉄所は、設備の老朽化と共に急激な世代交代を迎え
てきた。激化する競争の中で、人・設備・マネージメントを柱とし
た製造実力向上活動に着手、強みを活かした開発力強化と併せ
た活動を展開している。

新たな事業戦略の実現に向けた
　　　　　　  資材調達部門の役割

①社会ソリューション事業を軸とした当社の中期経営
計画とSCM
②資材調達における新たなカテゴリーマネジメント
③グローバル事業拠点との調達連携

社会価値創造型企業への変革や海外現地主導型のビジネス拡大
を進めている、NECのサプライチェーン改革にスポットを当て、
その変革をドライブする資材調達部門像を探る。

海外サプライヤーとの協働：
　　　お客様の学びを実現する
　　　　　 　　 ベネッセの物作り

①Benesseの事業と教具玩具に込める「思い」
②「思い」を形にするためのフォーメーション作り
③内外の環境変化を踏まえ「思い」をお客様に今後も
届け続けるために

進研ゼミの教具玩具の価値はお客様に学びを提供することであ
る。海外で協力いただくサプライヤー各社に、企画者である私
たちと同じ「思い」で物作りに取り組んでいただくための協働を
紹介する。

オリンパスにおける
　　　　　　　 調達革新の取組み

①分社制の垣根を越えた調達革新を狙い“購買企画部”
を新設
②“購買力診断”による購買力強化活動
③CPP（調達プロフェッショナル認定者）制度を活用
した人材育成

分社制の起業ゆえの事業部門間の横の連携が大きな課題の
ひとつ。2006年に統括的役割を担う「購買企画部」を新設
した。人材育成制度にまで深化した調達革新活動を紹介する。

変化をチャンスと捉え
 　「進化できる職場づくり」への
　　　　　　　　 　　チャレンジ
　　～造り込みサイクルで
　　　　  　進化できる職場の実現～

めまぐるしい環境変化の中で成長し続けるためには、私たち保全
も進化してゆかなければならない。サークル活動を通じ、興味を
持たせることをきっかけに職場を改革した事例を紹介する。

旭化成（国内）における
　　　　　  保全人財育成について

①「保全人財育成」に取組んだ背景
②「保全人財育成」取組みの内容
③今後の課題

旭化成グル－プでは、保全人財を育成するための施策を事業会
社の代表者による製造力革新会議での議論を経て、経営戦略会
議にて決定した。今回その育成の仕組について紹介する。

日産自動車における
　　　　マザー工場の役割について

①中期計画「日産パワー88」事業の拡大
②国内工場の役割と追浜工場の取組み
③活動事例の紹介

海外新工場・新車立ち上げ支援にとどまらず、グローバル
NISSANの競争力を維持するため、モノづくり革新と、グローバ
ル展開も役割と捉え、工場での活動を紹介する。

矢崎総業の
　　グローバル生産拠点
　　　 　　 マネジメントの考え方

①矢崎のグローバル展開に対する考え方
②各国に跨る営業拠点・生産拠点間の緊密な連携
（カストマー対応）
③技術伝承と人材育成（日本・海外双方）

製・技・販の三つが多くの海外拠点に展開された中で、どのような
スタンスで海外展開を進めてきたのか。
本社の指導体制と人材育成を含めた課題事例を紹介する。

三菱電機FA事業の
　　　グローバル化における
　　　　　　　 　 国内・海外連携

①マザー工場を核としたグローバル生産
②グローバルSCMによる販売・生産連携
③グローバルサービス体制

三菱電機FA事業はグローバルNo.1に向け、世界の市場の変化に
追随した事業推進基盤の強化を行っている。その中でマザー工場
を核とした国内・海外の連携強化を進めており、これを紹介する。

北米での自立的な車両開発

①トヨタ自動車の北米における車両開発のあゆみ
②北米開発・生産・デザインの協働開発
③北米での自立開発における課題と提言

トヨタ自動車の北米開発自立化のあゆみと、最近ラインオフした
北米専用車『アバロン』における、デザイン・開発・生産との協働
開発の取組み、そして文化の異なる北米における自立開発を行う
上での課題と提言について紹介する。

写真フィルムの
　“ものづくり”を進化させた
　　　　　　　　  新規事業の創出

①写真フィルムの“ものづくり”としての特徴
②コア技術の概念化
③新規事業の創出

写真フィルムの“ものづくり”は、研究開発による「高機能性素
材」を 「エンジニアリング」により精緻に構造化することにある。
そのコア技術を概念化し進化させることで、新規事業が見えて
くる。

開発・研究と生産の最新協働事例

①CEの進化と開発・研究と生産協働の進化レベル
②それぞれの進化レベルの最新事例と学ぶべき事
③今後の開発・研究と生産協働レベルのあり方

1988年のCE提唱から開発・研究と生産協働も様々な進化を遂
げている。最近はグローバル拠点連携とKM、プラットフォーム/モ
ジュール化、ODM/EMSの活用、ミッション再定義に伴う教育が
キーワードであり、これらの最新事例を紹介する。

日本で作り続ける
 　　 ファナックのグローバル戦略

①日本で作る意味
②自動化工場が実現するグローバル戦略
③Wherever you need us, we are there.

グローバリゼーションが加速する中でも、ファナックは日本国内
で生産し、世界に製品を供給し続けている。富士山のふもと発信
のグローバル戦略を紹介する。

川崎重工における
　　　「ものづくり戦略」と
　　　　  　　　　　海外生産展開

①川崎重工における「ものづくり」の現状
②「ものづくり戦略」の取組み
③海外生産の展開事例と今後の課題

川崎重工業の「KPS」を基本的な考え方とした「ものづくり戦
略」の取組みとオートバイをはじめとする繰り返し製品、受注製
品の海外生産の展開事例と今後の課題について紹介する。

鉄道車両における生産改革と
　　　　　　　　　　　 海外展開

①鉄道車両の紹介と取り巻く環境
②セルコンセプト生産改革
③海外展開事例と日本との連携

日立製作所笠戸事業所において、2007年から推進してきた
グローバル化に対応した生産改革事例および海外展開における
日本との連携について紹介する。

富士ゼロックスにおける
　　　　　　　　  攻めの調達改革

①調達改革：日々BCP活動を通した先手管理とそれを
支える調達体制
②間接材料（非生産材）の購買革新への取組み
③CSR調達の展開

CSR経営を基盤とした富士ゼロックスの調達機能として、直接
材・間接材領域による供給保障の強化および原価改善活動をリー
ドした取組みについて紹介する。

「モノ創り調達」を推進する
　　  製・購・技一体の原価革新体制

①「モノ創り調達」改革の狙い
②製・購・技一体の原価革新体制構築の歩み
③製・購・技＋お取引先一体の原価革新活動の取組み

製・購・技＋お取引先一体となったモノ創り改革を推進する原価
革新体制の組織の考え方と具体的取組みについて事例を交えて
紹介する。

グローバル人材に求められる
　　　　　　　　　　　  資質とは

①グローバル人材の定義
②シーメンス社においてグローバル人材に求める資質
③シーメンス社におけるグローバル人材の管理手法

独シーメンス社における世界共通の人材管理手法を通じて、シー
メンス社がグローバル人材をどのような考え方で育成しているの
かを明らかにする。

ネスレにおける
　　　グローバルリーダー
　　　　　　　　　  育成について

①イノベーションの重要性
②体験型研修 - 70：20：10
③コミュニケーションツールとしての英語

日本は高齢化社会の先進国である。新しいビジネスモデルの構
築がグロ―バルスタンダ―ドになる。
その人材育成の新しい取組について話す。

日産の生産グローバル化戦略と
　　　　　  　モノづくり人財育成

①日産生産方式（NPW）に込めた思い
②生産のグローバル化に向けた新戦略
③グローバル人財育成：インドでの新たな学び

海外、特に昨今増大する新興国を中心とした当社のグローバル
化戦略や人財育成について、インド新工場での新たな学びも加
え、具体例を中心に紹介する。

生産革新総合大会が新たな優秀企業事例講演会にかわります！

① 創造的成長を実現する3つのイノベーション
―創新・創発・創意―

② 生産イノベーションの新たな展開
―生産技術革新と生産性向上―

③ 調達イノベーションの新たな展開
―事業最大のバリューチェーンを担う調達部門の改革―

① シェフラー創業期のものづくり精神
② ものづくりの深化と製品技術の進化
③ 欧州の革新的技術と日本のイノベーションの融合

① 経営層に必須の情報技術活用
② 顧客視点での価値提供が全て
③ 私の考える製造業の将来像を

① コマツの概要
② グローバル戦略
③ ICT戦略
④ コマツのモノづくり

検　索検　索ものづくり総合大会

「コマツのグローバル戦略と
モノづくり」

「IT革命がものづくりに
与えているインパクト」

「シェフラージャパンが取組む
日欧技術協働のものづくり」

「創造的成長の実現に向けた
『モノづくり』『調達』改革」

株式会社東芝
取締役 代表執行役社長

田中 久雄

シェフラージャパン
　　        株式会社
マネージング・ディレクター 兼
代表取締役
自動車事業部プレジデント

四元 伸三

慶應義塾大学
　　　　大学院
政策・メディア研究科
特別招聘教授

夏野 　剛

コマツ
代表取締役会長
野路 國夫

10:00～10:05

10:05～10:10

10:10～11:20

●大会HP ●参加対象
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生産技術
生産企画
生産戦略
生産管理
人材育成

購　買
調　達
開発購買
SCM
購買戦略

開　発
設　計
研　究
R& D
商品企画

上記部門に携わる幹部・マネジャー・スタッフの方々。

Executive Advisor to Board of Director
（常勤上級顧問）　朝長 　茂

生産本部 生産技術第1部長（前 東麗合成繊維
（南通） 有限公司・董事長） 　福田 康男 社長　鉄村 直哉

マーケティングステーション CRM分析推進部
高橋 千宏

製品開発事業部 生産技術部
部長　吉川 一彦

ヘルス＆ハウスホールド事業本部
リビングケア事業部 副主任部員　宮川 孝一

参事・生産本部（コンポジット生産）担当
薬師寺 一幸

執行役員 生産技術本部
本部長　畠山 　潤

名古屋製鐵所
副所長　米澤 公敏

執行役員（サプライチェーン統括ユニット担当）
大嶽 充弘

調達物流部 教具玩具ユニット
ユニット長　松村 　聰

ものづくり革新センター 統括室 購買企画部
部長　奈良 昭彦

熱機器製造1部 製造技術室
TPM課 班長　中西 直之

生産技術本部
保全統括部長　緒形 次郎

海外大型プロジェクトをまとめあげる
　 日揮のマルチナショナルマインド

①日揮の歩みと特徴
②自律型人材の育成
③新入社員の現場訓練と中堅の海外企業派遣

昨今当社が手掛けるプロジェクトは大型化、複雑化すると伴に
海外の同業とJVを組んで遂行するケースが増えている。この様
な多国籍な協働を可能とする取組みにつき紹介する。

経営統括本部人事部
採用・人材育成担当部長　大塚 秀樹

理事 追浜工場
工場長　吉村 東彦

W/H生産管理室長
常務執行役員　松永 晃一郎

名古屋製作所 生産システム推進部
部長　杉山 　徹

トヨタ自動車㈱ 常務理事
TEMA-TTC 社長　中尾 清哉

取締役常務執行役員
戸田 雄三

RD＆Eマネジメント革新センター
シニア・コンサルタント　野元 伸一郎

ソフトウェア研究所
技師長　須藤 雅子

執行役員 技術開発本部
副本部長　菅原 健史

交通システム社 笠戸事業所
副事業所長　荒川 賢一

執行役員
調達本部長　長谷川 博史

調達本部 調達統括部
統括部長　井上 雅弘

ヒューマンリソーシス本部長
星野 恭敏

人材・組織開発部長
金成 和喜

NPW推進部
部長　市川 　博

モノづくり強化における調達活動

①パナソニックの調達概要紹介（仮）
②グローバルでの調達ネットワーク体制（仮）
③今後の方向性（仮）

モノづくり本部 モノづくり強化センター
センター長　尾崎 秀人
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Toyota Kirloskar Motor Pvt.Ltd
（トヨタ キルロスカ モーター） 東レ㈱ PT. YAMAHA MUSIC

MANUFACTURING ASIA

㈱ローソン シチズン時計㈱ ライオン㈱

東レ㈱ TOTO㈱ 新日鐵住金㈱

日本電気㈱ ㈱ベネッセ
　　　 コーポレーション オリンパス㈱

㈱デンソー 日揮㈱ 旭化成㈱

日産自動車㈱ 矢崎総業㈱ 三菱電機㈱

Toyota Motor Engineering and
Manufacturing North America 富士フイルム㈱ ㈱日本能率協会

　　　コンサルティング

ファナック㈱ 川崎重工業㈱ ㈱日立製作所

富士ゼロックス㈱ ヤマハ発動機㈱

シーメンス・ジャパン㈱ ネスレ日本㈱ 日産自動車㈱

パナソニック㈱


